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宮崎 演習林

A.前 年 度 よ り引 き続 きお こな って い る試 験 調 査

汰 木 達 郎 荒 上 和 利

井 上 晋 椎 葉 康 喜

1.肥 大 生 長 パ タ ー ン 調 査

広 葉 樹 肥 大 生長 調査(1)17林 班

1974年3月 か ら1975年3月 まで の肥 大 生 長 を示 す。(数 値 は 周 囲ftCVVfで示 す)

但 し,イ ヌ シデ,セ ン ノキ各1本 枯 死 の ため 除 く

生 長率:生 長 量/,74年 周 囲 長 ×1oo

この結 果,セ ン ノキ,ブ ナの生 長 が優 れ て お り,シ キ ミの生 長 が劣 って い る。 セ ン ノキ の 生

長 が ブナ よ り優 れて い る ことは 調 査木5本 中 一番 生 長 が 劣 る調査 木!本 が枯 死 した た め生長 量

の 平均 が あが った た め と考 え られ る。

月 々の 生長 量 を1年 閥 生 長 量 に 対す る月 間生 長 量(%)で 図 に示 す 。

ほ とん どが6,7月 に生 長 のピー クに達 して い る こ とは前 年 と同 じ結 果 で あ る。

広葉 樹 肥 大 生 長 調査(H)35林 班

(亙)と 同 様 に年 間生 長量 を下 表 に示 し,月 別 生 長 量(%)を 図 に示 す 。

単 位 伽

(各3本 ずつの平均生長量で示す)



これ に よ る と ミズ ナ ラの生 長 が優 れ て お り,つ いで ブ ナ とな って い る。 月別 に み て もやは り6,

7月 に ヒ。一 クに達 して お り,各 樹 種 と もに ほ とん ど 同様 の肥 大 生 長 時期 を示 して い る。

モ ㍉ ツガ,ア カ マ ツ肥大 生長 調 査(皿)

同 様 に年 間 生 長 量 を下 表 に示 し月 別生 長 量(%)を 図 に示 す。

これか らみ て もア カ マ ツの生 長 が よ く,つ い で モ ミ,ツ ガの順 で あ る。 月別 にみ て も5～8月

に生 長 の ピー クが み られ る。



(1)月 間 肥 大 生 長

1974.3{-19753



月 間 雨 量 お よ び月 平均 気温

19743～19753



但)月 間肥大生長



⑳ モ ミ,ツ ガ,ア カ マ ツ 月 閥 肥 大 生 長

王9?4.3～1975.3



2.モ ミ,ツ ガ 稚 樹 発 生 お よ び 消 失 本 数 調 査

1974年4月 か ら1975年3月 までの 月 別 発 生 消 失 本数 を下 表 に示 す 。

これ に よ る と本 年 は 稚樹 の 発生 が ほ とん どみ られ なか っ た。 至9月 に1本 の 発生 が あ るが これ

も以 前 に発生 した もの の 見 落 しで は ない か と も思 われ る。1973年 は球 果 着生 の 凶年 に あ た っ

てい る た め,ほ とん ど球 果 の 着生 を み る こ とが出 来 な か っ た。 この た め翌 春 の 発生 時 期(1974

年6月 頃)に 稚 樹 の 発生 が み られ な か っ た もの も当然 の こ とと思 わ れ る。 消 失 時期 を み る と6～

9月 に多 く,ま た,1975年3月 に5本 消 失 して い る。

3.ス ズ タ ケ 植 生 調 査

1974年4月 か ら1975年3月 まで の 調 査結 果 を下 表 に示 す 。

桿 に つい て

1年 間 の 桿数 の 変 化 をPLOT当 り(1㎡ 当 り)平 均 本 数 で み る と,1弓 刈 払 区 は,47本/

㎡ が62本/m2(15本 増),4月 メij払区 は,35本 が44本(9本 増),7月 刈払 区iESI,1-i5

本 が11本(4本 減),10月 刈払 区 は,5本 が4本(1本 減)と な り1,4月 刈払 区 は,桿

が 増加 して い るが7,10月 刈払 区 は次 第 に減 少 してい る。 そ の 発生 は,ほ とん どが5月 に集

中 して お り,枯 損 は6～10月 に か け て続 い て い るが特 に6月 の 梅 雨時 か ら夏 季 に か け て多 い

傾 向 が み られ た。

葉 につい て

桿 の 増減 と同様 に葉 につ い て も1年 間 にPLOT当 り平均 葉 数 は1月 刈 払 区 で5枚 の 増,4月

刈 払 区 で29枚 の増タ7月 刈 払 区 で31枚 の 減1o月 刈 払 区 で23枚 の 減 とな り,4月 刈払 区

の 葉数 が と くに増 加 して い た。 発生 時期 を み る と4月 か ら未 開 葉 の 発 生 が あ り,5,6月 に そ

の ピー クに達 し,5～8月 にか けて 新生 葉 の 発 生 が み られ7月 に ピー クに達 してい る。 しか し

葉 の 発 生 と と もに枯 損 もま た,7,8月 の夏 季 に多 く発生 してい る。

未 開 葉 も梅 雨 時 の §～8月 にか け て か な り腐 れ て い る こ とか らみて もス ズ タケ は,多 湿 高温

に弱 い の で は ない か と思 わ れ る。



時 期 別 刈 払 試 験

数 値 は4PLOT1×1〃 の 合 計 数 とす る



ま た表 か ら7月 刈 払 区,10月 刈 払 区 の桿 数 お よ び葉数 の減 少 とい うこ とか らみ て も ス ズ タケ

の刈 払 い 時期 は,7,10月 が よ く,と くに10月 刈払 い が最 も効 果 が あ る とい え そ うで あ る。

4.崩 壊 地 の 植 生 回 復 試 験(33林 班 厳 正 保 全 区)

本 年 度 の 詳 しい 報告 と して は49年 度 日本 林学 会 九 州支 部研 究論 文 集 第28号 に報 告 したので,

こ こで はそ の概 要 を述 べ るに と どめ たい 。

(1)崩 壊地 内 の植 生 につ い て

発 生 後20年 経 過 し た崩壊 地 は その 立 地 条件 の差 に よ って植 生 に大 きな違 い がで きて い るの

で,崩 壊 斜 面上 部 の滑 落 面 と斜 面 下 部 の 土 石堆 積 部 に設 定 し た永 久 プ ロ ノ トAとBの 群 落 の種

類 組 成 を調 べ た と ころ 次 の点 が わ か っ た。

(1)Aよ りBの 種 類 数 が 多い とい う結 果 はBの 植生 回 復 が進 ん でい る とい え る。 これ はBの 土

壌 が 安 定 し,有 機 物 に富 ん でい るた めに 植物 の侵 入 を促進 してい る と考 え られ る。

GDAの 群 落 構 成 種 が 相 当数Bに も重 複 して 出現 す る こ とはBに も初 期遷 移段 階 が残 って い る

こ と を示 す 。

(川)Aの 草 本 類 には 土 壌 侵蝕,埋 没,乾 燥等 に強 い 植 物 や1年 生 植 物 等 の 特 定の 植 物 の 侵 入 が

み られ る。

Gv)Bの 林 床 に 日陰 適 潤地 を好 む2,3の 植物 が出 現 しは じ めた こ とで,土 壌条 件 や群 落 下層

の 光 条件 が これ等 の 植物 の侵 入,生 育 に 好都 合 な条件 にな りつつ あ るこ と を示 す。

(2)木 本 類 の 侵 入 発生 過 程 に つい て

主 要群 落構 成 樹 種 の 発生 過 程 を 知 る た めにAか ら4樹 種4本,Bか らは 一 応先 駆 樹 種 と見 ら

れ る第1層 か ら5種,ま た2次 的 な侵 入 樹種 と見 られ る第2層 か ら6種 の 計11種11本 につ

い て50cm間 隔 で樹 幹 析解 を行 っ た と ころ 次 の点 が わか っ た。

(1)崩 壊地 内の 立 地 条 件 の良 否 で 侵入 時期 に差 か生 じ,Aに はBよ り2,3年 遅 れ て侵 入 して

い る。 これはAの 急 傾 斜 崩落 面の 表層 が不 安 定 な た め と考 え られ る。

(ll)条 件 の良 いBで は ほ とん どの樹 種 が崩 壊 発生 後1,2年 内 に侵 入 して い る。

(lll)B群 落 で は外 観 的 に上 層 木 を形 成 して い る樹 種 が 先 駆樹 種 の 様 に見 え,第2層 木 は遷 移 上

か らは 後 で侵 入 生 育 して きた様 に見 え るが,樹 幹 析解 の 結 果 は初 期 生長 の よい 樹種 が第1層

を形 成 して い るにす ぎず年 々の差 は ほ とん どな く,見 か け の遷 移 とい え る。

(31そ の 他 の 調 査 に つい て

以 上 の 調 査 の他 に毎 月 行 っ てい る もの に次 の 調査 が あ るが,現 在 まだ 明確 な結 果 がで て な い

の で こ こで は 報告 を除 くこ と にす る。

(1)新 し く崩壊 地 に侵 入 す る植物 の種 類 数,並 び に消 滅 数



(ii)現 存種 の 申 で消 滅 して ゆ く種 類 と数

(葡 特 に1年 生 植 物 の 変動

GV)崩 壊 地 内 と外(林 内)で の環 境 条 件 の差 を知 る た め最 高,最 低温 度(高 さ1ne)の 測 定(昭

和5o年2月 温 度 計設 置)

表 一1崩 壊 地 内 の 群 落構 成 種



表一2崩 壊地内の樹幹析解木



図一1崩 壊地の植生A崩 壊滑落面B土 石堆積部N自 然林



図 一2侵 入 と生 長
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